




 

1.久山町乳幼児の心身の発育と育児環境 

 1)肥満度と育児環境:肥満度は社会的経済的家庭的環境によって左右されることが知ら

れている。久山町においては一家当りの人数が少いもの,祖父母が同居せず昼間の世話役が

母親であるものは肥満の傾向があった。祖父母の同居する家族では家も広く運動量も多く,

母親は農作業等に出,祖母と遊ぶこどもは間食をしない。一方,二世代のみの核家族では,

昼間は母と子のみで,狭いアパートに住み運動量は少く,母親ともに対話の一環として間食

していることが推定された。 

 2)幼稚園児の発達と育児環境 

 久山町においては 3 ヵ月,6 ヵ月,1 才半,3 才の健康診断時に遠城寺式発達検査がなされ

ている。今回は就学前幼稚園児 105 名全員を対象にさらに河井式言語発達診断検査,ITPA

を施行し家庭環境との関係をみた。1才時の発達は祖父母の同居と無関係であった。3才に

おける発達は 1人っ子が良好で就学前の語い指数も昼間の保育者が母親である場合がもっ

とも良い傾向があったが,他に比して有意差には至らなかった。一方,発語が早いものほど

歩行開始も早く,就学前の語い指数も高かった。すなわち幼稚園までの発達は環境よりも生

来的要素がもっとも強く関与していた。 


